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～発生・分化における DNA 修飾～ 
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発生・分化過程には、ヒストン修飾や DNA メチル化によるエピジェネ

ティックな遺伝子の発現制御機構が重要な役割を担っています。ご講

演いただいた仲野徹先生は、エピジェネティクスとは、DNA 塩基配列

によらない表現型や遺伝子発現の変化であると定義したうえで、その

表現型の代表例として、ロバとウマの卵子と精子の組み合わせが、ラ

バとケッティの違いを生み出し、インプリンティング遺伝子の存在を見

いだした出発点であることを紹介されました。仲野先生の発見された

PGC7/Stella は、始原生殖細胞において未分化な状態から、卵細胞

や初期胚に特異的に発現するタンパク質であり、DNA のメチル化を

維持します。その反面、精子では PGC7/Stella は発現しておらず、ゲ

ノム DNA 上のメチル化も異なるため、ゲノムインプリンティングの原理

を解き明かし、「ゲノムの不均等性」を PGC7/Stella によって説明でき

る可能性を紹介されていました。その他にも、PGC7/Stella が卵細胞

由来のゲノム DNA のメチル化を維持するためには、ヒストン H3 の 9

番目のリジンのジメチル化が必要であることや、そのヒストン修飾が

PGC7/Stella の核内への局在を可能にしていることを紹介されまし

た。さらに、PGC7/Stella の遺伝子欠損マウスの解析から、DNA の脱

メチル化はヒドロキシメチル化を介している可能性や、その制御に

Tet3が関わること、PGC7/StellaがTet3の機能を抑制することも紹介

してくださいました。先生の講演は、全体的に研究内容の紹介だけで

なく、研究に対する考え方も含め、初心者の私にも面白くて分かりや

すい言葉で説明してくださいました。これからの自分の研究にも役に

立てたいと思います。     
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